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　赤あかちゃんは、お母かあさんのお乳ちちにすがりついて、うまそうに、のんでいました。

　それをさもうらやましそうにして、五つになったお兄にいさんと、七つになったお姉ねえさんとがながめていました。

　兄にいさんは、ついに我慢がまんがしきれなくなったとみえて、お母かあさんのお乳ちちに、小ちいさな手てをかけようとしました。すると、赤あかちゃんは、顔かおを真まっ赤かにして、かわいらしい頭あたまをふって、さわってはいけないといって怒おこりました。

「よし、よし、お兄にいさん、おっぱいにさわってはいけませんよ。これは、赤あかちゃんのお乳ちちですから。」と、お母かあさんは、笑わらいながらいわれました。

　お姉ねえさんも、またお兄にいさんも、笑わらいましたが、お兄にいさんは、なんとなくさびしそうでした。そして、お母かあさんに向むかって、

「お母かあさん、赤あかちゃんは、いじわるですねえ。」といいました。

「坊ぼうやも、赤あかちゃんの時分じぶんは、やはりおなじだったのだよ。」

「お母かあさん、僕ぼくもこんなに、いじわるだったの？」

「赤あかちゃんが生うまれるまでは、坊ぼうやが、毎日まいにちこうして、母かあさんのおっぱいにぶらさがっていたの。そしてお姉ねえちゃんが手てを出だそうものなら、やはり、こうして顔かおを真まっ赤かにして怒おこったの……。このお乳ちちのまわりには、みんなの唇くちびるの跡あとが、数かずかぎりなくついているのです。」と、お母かあさんはいわれました。

　このお話はなしを聞きくと、お姉ねえさんも、そうであったかというように、かわいらしい目めを輝かがやかしました。

　しかし、お姉ねえさんも、お兄にいさんも、そんなにして毎日まいにち飲のんだ、お乳ちちの味あじを忘わすれてしまって、ただお乳ちちを見みると恋こいしいばかり。赤あかちゃんだけが、お乳ちちの味あじを知しっていました。
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